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　注意には、ボトムアップ性とトップダウン性のものが存在する。前者は視野内の目立つ

刺激に対して我々の注意を自動的に向けさせる。後者は知 や予測などにもとづいて特定

の空間位置や刺激特徴に注意を向けることを可能にする。日常生活における視 探索では

片方の注意のみが働くわけではなく、２つの注意が同時に協調して働いていると考えられ

ている。２つの注意の神経機構を明らかにするため、腹側視 経路の中間段階に位置する

Ｖ４野から単一ニューロン活動を記 ， 析した。

　実験では６つの刺激から構成される刺激配列が呈示され、その中には色および形の特徴

次元で目立つ刺激が１つずつ含まる（例えば１つの 四 、１つの緑丸，4 つの緑四 ）。

サルはどちらかの特徴次元で目立つ刺激に向かってサッカードを行うと報 がもらえる。

形次元探索の条件では形次元で目立つ刺激が、色次元探索の条件では色次元で目立つ刺激

が目標となる。２つの探索条件は 行ブロックごとに交替させた。

　Ｖ４野のニューロン活動を 析した結果，（１）応答の初期段階では，受容野内の刺激

が色または形のどちらの特徴次元で目立つかに対して選択的な応答を示すニューロン活動

が見られた（ボトムアップ性の注意効果）。（２）しかしながら、サッカード直前の後期

段階では、探索次元や刺激が目立つ特徴次元に関係なく，受容野内の刺激が目標となる場

合にニューロン活動が増大した（トップダウン性の注意効果）。

　これらの結果から、ボトムアップ性の感 情報からトップダウン性の目標情報への変換

過程においてＶ４野が担う機能的役割について考察する。


